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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成26年8月28日(2014.8.28)

【公開番号】特開2012-27017(P2012-27017A)
【公開日】平成24年2月9日(2012.2.9)
【年通号数】公開・登録公報2012-006
【出願番号】特願2011-154365(P2011-154365)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｃ   3/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｃ   3/06    １２０Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月11日(2014.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像検査デバイス（１００）のプローブ（１０２）から対象物（２０６）までの距離を
決定するための構造化光ベースの測定の方法であって、前記映像検査デバイス（１００）
は、発光体（２１１、２１２）が作動されるとき、少なくとも１つの影形成要素（２８９
、２９０、２９１）をもつ開口（２９２）を通して前記対象物（２０６）上に光を放出し
、前記対象物（２０６）上に複数の影を形成するための第１の発光体（２１１）および第
２の発光体（２１２）を有する、方法において、
　前記第１の発光体（２１１）が作動され、前記第２の発光体（２１２）が非作動にされ
た状態で前記対象物（２０６）の少なくとも１つの第１の発光体画像（４００）を取り込
むステップであり、前記第１の発光体画像（４００）が前記少なくとも１つの影形成要素
（２８９、２９０、２９１）によって形成された第１の影を有する、ステップと、
　前記第２の発光体（２１２）が作動され、前記第１の発光体（２１１）が非作動にされ
た状態で前記対象物（２０６）の少なくとも１つの第２の発光体画像（５００）を取り込
むステップであり、前記第２の発光体画像（５００）が前記少なくとも１つの影形成要素
（２８９、２９０、２９１）によって形成された第２の影を有する、ステップと、
　前記少なくとも１つの第１の発光体画像（４００）中の画素の第１の複数の輝度値を決
定するステップと、
　前記少なくとも１つの第２の発光体画像（５００）中の画素の第２の複数の輝度値を決
定するステップと、
　前記少なくとも１つの第２の発光体画像（５００）中の前記画素の前記第２の複数の輝
度値に対する前記少なくとも１つの第１の発光体画像（４００）中の前記画素の前記第１
の複数の輝度値の明度比率を決定するステップと、
　前記明度比率を使用して物距離を決定するステップと、
を含む、方法。
【請求項２】
　前記明度比率を使用して前記物距離を決定するステップが、前記少なくとも１つの第１
の発光体画像（４００）中の少なくとも１つの明度比率極値画素を識別するステップであ
り、前記第１の影に対応する少なくとも１つの明度比率極値が発生する、ステップと、前
記物距離を決定するために前記少なくとも１つの明度比率極値画素の座標を利用するステ
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ップとをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの明度比率極値が明度比率ピーク（７２１、７２２、７３１、７３
２、７４１、７４２、１０２１、１０２２、１０３１、１０３２、１０４１、１０４２）
であり、前記少なくとも１つの明度比率極値画素が明度比率ピーク画素（８０２）である
、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの第１の発光体画像（４００）中の前記少なくとも１つの明度比率
ピーク画素を識別するステップであり、前記第１の影に対応する少なくとも１つの明度比
率ピーク（７２１、７２２、７３１、７３２、７４１、７４２、１０２１、１０２２、１
０３１、１０３２、１０４１、１０４２）が発生する、ステップが、
　閾値ピーク値を決定するステップと、
　前記閾値ピーク値未満の明度比率をもつ明度比率ピーク（７２１、７２２、７３１、７
３２、７４１、７４２、１０２１、１０２２、１０３１、１０３２、１０４１、１０４２
）があればそれを除去するステップと
を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの明度比率極値が明度比率の谷（７５１、７５２、７６１、７６２
）であり、前記少なくとも１つの明度比率極値画素が明度比率の谷の画素である、請求項
２に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの第１の発光体画像（４００）中の前記画素の前記第１の複数の輝
度値に対する前記少なくとも１つの第２の発光体画像（５００）中の前記画素の前記第２
の複数の輝度値の明度比率を決定するステップと、
　前記少なくとも１つの第２の発光体画像（５００）中の前記明度比率極値画素を識別す
るステップであり、前記第２の影に対応する前記明度比率極値が発生する、ステップと、
　前記明度比率極値画素の少なくとも１つに対して前記物距離を識別および決定するステ
ップと
をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記物距離を決定するステップが、前記明度比率極値画素を使用して多数の物距離を決
定するステップと、明度比率極値画素以外の場所の物距離を推定するために前記多数の物
距離を利用するステップとをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記利用するステップが前記多数の物距離を使用して曲線当てはめを行うステップを含
む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　一般観察光源（１２８、２２８）が作動され、前記第１の発光体（２１１）および前記
第２の発光体（２１２）が非作動にされた状態で前記対象物（２０６）の少なくとも１つ
の一般観察画像（３００）を取り込むステップであり、前記一般観察画像（３００）が、
前記少なくとも１つの影形成要素（２８９、２９０、２９１）によって形成される前記複
数の影のいずれも有しておらず、測定が前記物距離を利用して行われている間、前記一般
観察画像（３００）が表示される、ステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの第１の発光体画像（４００）中の前記明度比率極値画素に対応す
る前記少なくとも１つの一般観察画像（３００）中の前記画素に対する前記物距離を決定
するステップが、少なくとも前記第１の発光体（２１１）および前記影形成要素（２８９
、２９０、２９１）の既知の幾何学的形状に基づく、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの第１の発光体画像（４００）中の前記明度比率極値画素に対応す
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る前記少なくとも１つの一般観察画像（３００）中の近隣の画素の前記物距離間を補間す
ることによって前記第１の発光体画像（４００）の画素の物距離を決定するステップをさ
らに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの第１の発光体画像（４００）中の前記画素の第１の複数の輝度値
を決定する前記ステップが、複数の第１の発光体画像（４００）の平均に基づいて行われ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの第２の発光体画像（５００）中の前記画素の第２の複数の輝度値
を決定する前記ステップが、複数の第２の発光体画像（５００）の平均に基づいて行われ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの第１の発光体画像（４００）中の前記画素の前記第１の複数の輝
度値が、前記少なくとも１つの第１の発光体画像（４００）中の１行の画素の輝度値を含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１の発光体（２１１）が非作動にされ、前記第２の発光体（２１２）が非作動に
された状態で前記対象物（２０６）の少なくとも１つの周囲画像を取り込むステップと、
　前記少なくとも１つの周囲画像中の前記画素の第３の複数の輝度値を決定するステップ
と、
　前記少なくとも１つの第１の発光体画像（４００）中の前記画素の前記第１の複数の輝
度値から前記少なくとも１つの周囲画像中の前記画素の前記第３の複数の輝度値を差し引
くステップと、
　前記少なくとも１つの第２の発光体画像（５００）中の前記画素の前記第２の複数の輝
度値から前記少なくとも１つの周囲画像中の前記画素の前記第３の複数の輝度値を差し引
くステップと、
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
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